
その他 

補正処理について 

 

概要 

スタッフエクスプレスでは、以下の補正処理に対応しています。 

補正処理が行われるタイミングは、賃金計算処理と請求計算処理（※）となります。 

（※ 仮締機能をご利用の場合は、請求仮締処理のタイミングで補正処理が行われます。） 

 

●残業補正 

日々の積み上げた勤怠で算出された金額の合計値に対して、下記の補正処理を行う事ができま

す。 

 ・ 日 8H超（ダブルワークなど）、週 40H超 

 ・ 変形労働時間 

 ・ 残業 45H超 

 ・ 残業 60H超 

 

各補正処理を行う為には、マスタによる設定が必要となります。また、それぞれ補正対象や補正

単位が異なりますので、以降のページをご参照の上、設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

賃金取消処理、請求取消処理を実施した場合、補正された時間、金額は 

全てクリアされます。 

•  

参考 

 

賃金計算代行オプションをご利用の場合は、以下のオンラインヘルプを参照して

ください。 

●紹介-賃金計算処理について 

http://www.staffexpress.jp/help201701/pdf_help/09_20_01.pdf 

http://www.staffexpress.jp/help201701/pdf_help/09_20_01.pdf


その他 

事前設定 

基本単価に対する各種割増率を、会社マスタで設定します。 

各割増料金等は、この割増率から算出します。 

 

 

【マスタの設定（会社マスタ）】 

[会社マスタ]-[会社運用]タブ-[受注]タブの支給割合、請求割合に割増率を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

各補正処理について 

●残業補正 

１．日 8H超（ダブルワークなど）、週 40H超について 

基本時間が 1日 8時間以上、週 40時間以上の場合に、補正処理が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスタの設定（会社マスタ）】 

対象スタッフに賃金補正の処理を実行するためには、[会社マスタ]-[システム設定]タブ-[その他]

タブの起算曜日を選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

【マスタの設定（スタッフマスタ）】 

対象スタッフに賃金補正の処理を実行するためには、[スタッフマスタ]-[支給]タブ-時間外枠の

「週 40H超」にチェックを付ける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

日 8H超、週 40H超の補正処理はまとめて行われます。 

それぞれの補正処理を分けることはできません。 



その他 

【マスタの設定（得意先マスタ）】 

対象得意先に請求補正の処理を実行するためには、[得意先マスタ]-[算出]タブ-時間外枠の「週

40H超」にチェックを付け、起算曜日を選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正の対象、単位は下記の通りとなります。 

賃金 補正単位 スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

請求 補正単位 請求先、受注部門、取引区分、請求合算区分、請求集計区分、 

スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

単価区分が「日給」の場合、（基本金額÷契約時間）を基本単価（時給）として 

（支給・請求）基本補正金額を算出します。 

単価区分が「月給」の場合、（支給・請求）基本補正金額は０とし、 

（支給・請求）残業補正金額のみ加算します。 

•  

参考 

 

補正処理後は、勤怠データに対し以下の補正データを更新します。 

 ・ 残業補正時間（支給・請求） 

 ・ （支給・請求）基本補正金額 

 ・ （支給・請求）残業補正金額 



その他 

【パターン①：日 8H超の補正処理後】 

ダブルワーク等で、1日 8時間以上勤務があった場合、下記例では H25/2/7（木）にダブルワー

クしており、1日 9時間の勤務となっているため、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン②：週 40H超の補正処理後】 

起算日を「日曜日」とした場合、下記例では日曜～土曜までの 1週間で 49時間勤務となってい

るため、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

【パターン③：日 8H超、週 40H超の補正処理後】 

日 8H超、週 40H超の両方に該当する場合、まとめて補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給・請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン④：週 40H超の補正処理（月またぎの場合）】 

下記例のように、月末～月初にかけて勤務した場合、起算日から週 40H超を算出するため、月

初は通常勤務でも前月分からの勤怠がまとめて補正対象となり、補正時間・金額が反映される

ケースがあります。 

起算日を「日曜日」とした場合、2/1～末日までの締処理を行なう際に、1/27（日）～2/2（土）で

週 40時間を超えるため補正対象となり、2/2（土）に補正時間・金額が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

２．変形労働時間について 

1 ヶ月以内の一定時間を平均し、1 週間当たりの労働時間が法定労働時間を超えた場合に、補

正処理が行われます。 

 

【マスタの設定（スタッフマスタ）】 

対象スタッフに賃金補正の処理を実行するためには、[スタッフマスタ]-[支給]タブ-時間外枠の変

形労働時間制隣りの▼より「1 ヶ月単位の変形労働時間」を選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスタの設定（得意先マスタ）】 

対象得意先に請求補正の処理を実行するためには、[得意先マスタ]-[算出]タブ-時間外枠の変

形労働時間制隣りの▼より「1 ヶ月単位の変形労働時間」を選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正の対象、単位は下記の通りとなります。 

賃金 補正単位 スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

請求 補正単位 請求先、受注部門、取引区分、請求合算区分、請求集計区分、 

スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

 

 



その他 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン①：28日で勤務時間 160時間以上の場合】 

下記例だと、賃金締日を「H25/3/1～H25/3/28」としたとき、就業期間 28 日間で実働 168 時間

となっており、変形労働時間の「28日 160時間以上」が適用され、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

スタッフエクスプレスでの変形労働時間の適用時間は下記の通りとなっています。 

（※ 就業期間とは、賃金・請求の締め期間を指します） 

   就業期間：28日のとき 160時間以上 

   就業期間：29日のとき 165時間以上 

   就業期間：30日のとき 171時間以上 

   就業期間：31日のとき 177時間以上 

 

•  

参考 

 

補正処理後は、勤怠データに対し以下の補正データを更新します。 

 ・ 残業補正時間（支給・請求） 

 ・ （支給・請求）基本補正金額 

 ・ （支給・請求）残業補正金額 



その他 

【パターン②：29日で勤務時間 165時間以上の場合】 

下記例だと、賃金締日を「H25/3/1～H25/3/29」としたとき、就業期間 29 日間で実働 174 時間

となっており、変形労働時間の「29日 165時間以上」が適用され、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン③：30日で勤務時間 171時間以上の場合】 

下記例だと、賃金締日を「H25/3/1～H25/3/30」としたとき、就業期間 30 日間で実働 180 時間

となっており、変形労働時間の「30日 171時間以上」が適用され、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

【パターン④：31日で勤務時間 177時間以上の場合】 

下記例だと、賃金締日を「H25/3/1～H25/3/31」としたとき、就業期間 31 日間で実働 186 時間

となっており、変形労働時間の「31日 177時間以上」が適用され、補正対象となります。 

補正処理を行った後、残業補正時間（支給、請求）列、（支給・請求）基本補正金額列、（支給・

請求）残業補正金額列に補正データが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他 

３．残業 45H超について 

1 ヶ月の残業時間が 45時間を超えた場合に、補正処理が行われます。 

 

【マスタの設定（会社マスタ）】 

［会社マスタ］-［会社運用］タブ-［賃金・賞与・年調］タブ-[残業 45H 超を計算する]にチェックをつ

ける必要があります。これにより、スタッフマスタで設定が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスタの設定（スタッフマスタ）】 

対象スタッフに賃金補正の処理を実行するためには、[スタッフマスタ]-[支給]タブ-時間外枠の

「残業 45H超」にチェックを付ける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正の対象、単位は下記の通りとなります。 

賃金 補正単位 スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

単価区分が「日給」「月給」の場合、残業 45時間超は「時給」と同様に 

処理されます。 



その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン：1 ヶ月の残業時間が 45時間を越えた場合】 

下記例だと、1 ヶ月の残業時間が 48時間となっており、残業 45H超が適用され、補正対象とな

ります。 

補正処理を行った後、残業45H超時間（支給）列、支給残業45H超金額列に補正データが反映

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•  

参考 

 

補正処理後は、勤怠データに対し以下の補正データを更新します。 

 ・ 残業 45H超時間（支給） 

 ・ 支給残業 45H超金額 



その他 

４．残業 60H超について 

1 ヶ月の残業時間が 60時間を超えた場合に、補正処理が行われます。 

 

【マスタの設定（会社マスタ）】 

［会社マスタ］-［会社運用］タブ-［賃金・賞与・年調］タブ-[残業 60H 超を計算する]にチェックをつ

ける事が必要となります。これにより、スタッフマスタで設定が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスタの設定（スタッフマスタ）】 

対象スタッフに賃金補正の処理を実行するためには、[スタッフマスタ]-[支給]タブ-時間外枠の

「残業 60H超」にチェックを付ける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正の対象、単位は下記の通りとなります。 

賃金 補正単位 スタッフ毎 

補正対象 紹介を除く全取引区分（派遣、紹介予定派遣、請負、業務受託） 

単価区分が「時給」「日給」「月給」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

単価区分が「日給」「月給」の場合、残業 60時間超は「時給」と同様に 

処理されます。 



その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パターン：1 ヶ月の残業時間が 60時間を越えた場合】 

下記例だと、1 ヶ月の残業時間が 64時間となっており、残業 60H超が適用され、補正対象とな

ります。 

補正処理を行った後、残業60H超時間（支給）列、支給残業60H超金額列に補正データが反映

されます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

•  

参考 

 

補正処理後は、勤怠データに対し以下の補正データを更新します。 

 ・ 残業 60H超時間（支給） 

 ・ 支給残業 60H超金額 


